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2015年Gorkha地震においてカトマンズ盆地で観測された長周期地震動のシミュレーション
Simulation of long-period ground motions in the Kathmandu basin during the 2015 Gorkha,
Nepal, earthquake
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2015年4月25日5時56分（UTC）にネパールで発生した2015年Gorkha地震 (Mw 7.9)はネパール社会に甚大な被害
を及ぼした。同地震によって、ネパールの首都カトマンズが位置するカトマンズ盆地では周期4–5秒の成分が卓
越した地震動が観測されている（e.g. Galetzka et al. 2015; Takai et al. 2016）。盆地内外で観測された
波形記録およびそのスペクトルから、カトマンズ盆地内で観測された特徴的な長周期地震動は震源とカトマン
ズ盆地のサイト特性の両方の影響を強く受けていると考えられる。本研究では、カトマンズ盆地内に位置する
アメリカ地質調査所の強震観測点KATNPで観測された長周期地震動が近地波形記録を含むデータセットから推定
された震源モデルとカトマンズ盆地の地下構造モデルによってどれくらい再現できるのかを調べるため
に、2015年Gorkha地震の震源モデルとカトマンズ盆地の一次元速度構造モデルを推定した上で、周期4秒以上の
長周期地震動を対象とした地震波シミュレーションを行った。 
2015年Gorkha地震の震源モデルは近地波形記録と遠地波形記録、地殻変動記録を用いたジョイント震源イン
バージョンによって推定した。解析手法にはフルベイジアンマルチタイムウィンドウ震源インバージョン
（Kubo et al. 2016）を使用した。推定された震源モデルの地震モーメントは7.5×1020 Nm（Mw 7.9）、最大す
べり量は7.3 mであり、破壊全体の継続時間は約50秒間である。同地震の破壊は主として東方向のユニラテラル
なものであり、カトマンズの北の領域下に大きなすべり領域が推定された。 
カトマンズ盆地の地下構造モデルとして、KATNPで観測された余震記録のコーダ波部分のH/Vスペクトル比を再
現する一次元速度構造モデルを試行錯誤的に求めた。解析には計8個の余震による強震動記録を用いた。またボ
アホール記録などの情報も参照した。推定された速度構造モデルにおけるVsが500 m/s以下の低速度層の厚さは
約460 mである。 
推定された震源モデルとカトマンズ盆地の速度構造モデルを用いて、KATNPにおける2015年Gorkha地震中の長周
期地震動シミュレーションを行った。その結果、同観測点で観測された波形の主たる特徴を再現することがで
きた。 
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